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担 当 課題・検討 ９月 １０月 １１月 １２月 

財  務  局 

制度と運用の整理 

制度と運用の見直し 

特別顧問 

ケーススタディ 
・築地市場解体工事 
・豊洲新市場 
・オリパラ３施設 

改善策の提案 

現状整理 

築地市場解体工事 



① オリパラ３大施設 整備工事 

          事 項 
 施 設 

予定価格（税込） 落札価格（税込） 落札率 現  状    落  札  業  者 

海の森水上競技場 248億9863万9680円 248億9832万0000円 99.9％ 
着手済み 
（施工中） 

大成・東洋・水ｉｎｇ・日立造船ＪＶ 

オリンピックアクアティクスセン
ター 

538億4195万0640円 469億8000万0000円 87.2％ 〃 大林・東光・エルゴ・東熱ＪＶ 

有明アリーナ 360億9544万8960円 360億2880万0000円 99.8％ 未着手 竹中・東光・朝日・高砂ＪＶ 

② 豊洲 主要３棟建設工事 

          事 項 
 施 設 

予定価格（税込） 落札価格（税込） 落札率 現  状    落  札  業  者 

青果棟（５街区）１回目 159億8951万5500円 不調（入札辞退） ― － 鹿島・西松・東急・TSUCHIYA・岩田地崎・新日本ＪＶ 

    〃     ２回目 259億4592万0000円 259億3500万0000円 99.9％ 施工済み 鹿島・西松・東急・TSUCHIYA・岩田地崎・京急・新日本ＪＶ 

水産仲卸棟（６街区）１回目 260億0434万2000円 不調（入札辞退） ― － 清水・大林・戸田・鴻池・東急・銭高・東洋ＪＶ 

    〃        ２回目 436億0765万5000円 435億5400万0000円 99.8％ 施工済み         〃 

水産卸棟（７街区）１回目 208億0932万0000円 不調（入札辞退） ― － 大成・竹中・熊谷・大日本・名工・株木・長田ＪＶ 

    〃       ２回目 339億8535万0000円 339億1500万0000円 99.7％ 施工済み         〃 

③ 築地 解体工事 

          事 項 
 施 設 

予定価格（税込） 落札価格（税込） 落札率 現  状    落  札  業  者  

築地解体工事（第1工区） ６億9125万4000円 ５億3917万8120円 78％ 
 未 着 手 
（延期確実） 

マルコー商会・桂興産ＪＶ 

築地解体工事（第２工区） 16億7014万4400円 13億271万2632円 78％    〃 丸利根・日動・アスベックスＪＶ 

築地解体工事（第３工区） 12億2410万4400円 ９億6704万2476円 79％    〃 関東・東輝・カシモトＪＶ 

築地解体工事（第４工区） ９億9241万2000円 ７億7408万1360円 78％    〃 関東・東輝・有明ＪＶ 
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  予定価格の事前公表   

○ ○ ○ ○ ○ 
  

1  競争性のない入札では、著しく高い落札率（100％近似）に直結   

        ワイズ・スペンディング（都民ファースト） 99.9% 99.8% 87.2% 99.7～
99.9％ 

78～79％ 
  

  １者入札   

○ 
△ △ 

○ 
－ 

  

2 ・ 競争性なし     ワイズ・スペンディング（都民ファースト）   

    ・ 不正行為や公正性の欠如を疑われてしまう     情報公開 ２社入札 ３社入札 複数社入札   

  総合評価方式の運用（技術点が価格点に比して桁違いに大きい） 

○ ○ ○ － － 

  

3 

・ 価格要素の軽視     ワイズ・スペンディング（都民ファースト）   

・ 技術点の評価不透明     情報公開   

        裁量の余地が大きく、不正・腐敗の温床になる可能性   

  予定価格の妥当性（積算が適切になされているか） 

○ ○ ○ ○ ○ 

  

4 過大積算チェックの制度不備   

      ワイズ・スペンディング（都民ファースト）   

  特定調達（WTO協定）の運用   

○ ○ ○ ○ ○ 

  

5  WTO協定の趣旨を軽視し、競争性の確保が不十分   

        ワイズ・スペンディング（都民ファースト）   

⇑ ⇑ 
本日中間報告 本日報告 



 調達・入札の現状を把握するためには、一方当事者たる都のほか、入札の参加者たる業者・
落札して契約の相手方となる業者等からも幅広くインタビューすることが欠かせないと考えて
いるが、現時点では、いわゆるゼネコン等の業者へのインタビューは実現できていない。今後、
これら業者からも事実関係や意見等についてインタビューを実施する予定である。 





第１工区 

金  額 落札率 順位    入   札   業   者 

予定価格→  640,050,000円 100.0% --   
  

588,880,000円 92.0% 10  未来・三浦屋JV 

565,800,000円 88.4% 9  東京・渡部JV 

524,841,000円 82.0% 7  小林・板原JV 

524,841,000円 82.0% 7  ハツガイ・江東解体興業JV 

505,639,500円 79.0% 4  フジムラ・一ノ関JV 

505,639,500円 79.0% 4  高橋・小椋JV 

505,639,500円 79.0% 4  新井・関野建設JV 

505,630,000円 79.0% 3  栄伸・共栄建設JV 

502,439,250円 78.5% 2  関東・カシモトJV 

落札金額→  499,239,000円 78.0% 1  マルコー商会・桂興産JV 
  

492,838,500円 77.0% -1  明世・コクボJV 

492,838,500円 77.0% -1  成美・御園JV 

492,838,500円 77.0% -1  前田・森JV 

492,838,500円 77.0% -1  内村・誠和JV 

492,838,500円 77.0% -1  高田・大渕JV 

第２工区 

金  額 落札率 順位    入   札   業   者 

予定価格→  1,546,430,000円 100.0% --   
  

1,268,072,600円 82.0% 10  初谷・山一産協・江東解体興業JV 

1,237,144,000円 80.0% 9  髙山・関野・木山JV 

1,221,679,700円 79.0% 8  マルコー商会・エコアクティブ・共栄興業JV 

1,213,947,550円 78.5% 7  定山・大渕・豊栄JV 

1,211,318,600円 78.3% 6  三和・春日・高橋JV 

同額抽選→  1,206,215,400円 78.0% 1  フジムラ・日本トリート・成美JV 

同額抽選→  1,206,215,400円 78.0% 1  熊本・栄伸・ツチヤJV 

同額抽選→  1,206,215,400円 78.0% 1  関東・カシモト・有明JV 

同額抽選→  1,206,215,400円 78.0% 1  エコワス・池田・互恵JV 

落札金額→  1,206,215,400円 78.0% 1  丸利根・日動・アスベックスJV 
  

1,190,751,100円 77.0% -1  前田・門倉・NIKKOJV 

1,190,751,100円 77.0% -1  サカキ・香椎・坂口JV 

1,190,751,100円 77.0% -1  村上工業・沼田資源・板原工業JV 



第３工区 

金  額 落札率 
順
位 

   入   札   業   者 

予定価格→  1,133,430,000円 100.0% --   
  

 
929,412,600円 82.0% 5  初谷・一松工業・山一産協JV 

 
906,744,000円 80.0% 4  マルコー商会・藤原土建・エコアクティブJV 

同額抽選→  895,409,700円 79.0% 1  丸利根・日動・小椋JV 

同額抽選→  895,409,700円 79.0% 1  定山・栄伸・ジャパンJV 

落札金額→  895,409,700円 79.0% 1  関東・東輝・カシモトJV 
  

 
878,408,250円 77.5% -1  フジムラ・日本トリート・ショキタJV 

 
872,741,100円 77.0% -2  前田・門倉・美禅JV 

 
872,741,100円 77.0% -2  関口・オリザ・宮本JV 

 
872,741,100円 77.0% -2  内村・永島・誠和JV 

第４工区 

金  額 落札率 
順
位 

   入   札   業   者 

予定価格→  918,900,000円 100.0% --   
  

827,010,000円 90.0% 6  津久波・酒井・関東JV 

753,498,000円 82.0% 5  初谷・AOKI・豊栄開発JV 

735,120,000円 80.0% 4  小林・成紀・板原JV 

725,931,000円 79.0% 3  髙山・アーバン黒岡・コクボノベルティJV 

719,039,250円 78.3% 2  三和・永島・リバイブJV 

落札金額→  716,742,000円 78.0% 1  関東・東輝・有明JV 
  

709,390,800円 77.2% -1  フジムラ・成美・一ノ関JV 

707,553,000円 77.0% -2  明世・ショキタ・森JV 

707,553,000円 77.0% -2  前田・NIKKO・美禅JV 

707,553,000円 77.0% -2  関口・カシモト・共栄JV 

707,553,000円 77.0% -2  内村・永島・豊成JV 

707,553,000円 77.0% -2  東京・大竹・渡部JV 

707,553,000円 77.0% -2  丸利根・小椋・アスベックスJV 



高い 

低い 

 

価 
 

格 

予定価格 １，０００万円（発注者が積算） ⇒ 都は事前公表 

最  低  制  限  価  格 ７００万円（都は設定）⇒ 非公表 

Ａ社 入札金額９００万円 

Ｂ社 入札金額８５０万円 

Ｅ社 入札金額６５０万円 

Ｃ社 入札金額８００万円 

⇒ 落札（落札率７５％） 

⇘  
 失格 
⇗ 

Ｄ社 入札金額７５０万円 

Ｆ社 入札金額６００万円 









 この金額以上の契約は、特定調達（ＷＴＯ対象）となり、 
最低制限価格を設定することは、法令上、許されない。 





制度の厳格な運用（原則の徹底） 

制度の厳格な運用（適正な法令解釈） 







第 １工区 

6.4 

第 ２工区 

15.4 第 ３工区 

11.3 

第 ４工区 

9.1 

予定価格（億円） 



第 １工区 

6.4 

第 ２工区 

15.4 
第 ３工区 

11.3 

第 ４工区 

9.1 

予定価格 

   合 計 

４２億円 





一連の調達契約 

特定の需要に係る 

一の物品等の調達のため 

締結される二以上の調達契約 

一の特定役務の調達のため 

締結される二以上の調達契約 

同一の種類の 

二以上の物品等の調達のため 

締結される二以上の調達契約 

二以上の特定役務の調達のため 

締結される二以上の調達契約 

又
は 

若しくは 

若しくは 

② 

① 



築地市場を廃止するため、一定の期間内に、多数・多種類の 

建物等を全て解体して撤去するという「特定の需要」に係る 

本解体工事は、全体をもって「一の特定役務」と言える。 

実際、築地解体工事の基本設計は、全４工区を一体として 

行われている。 

合理的な理由なく、WTO規定（特例政令９条）の適用を 

免れる目的で、一の特定役務を複数に分けて発注することは、 

WTO協定の趣旨を没却し、同規定（政令）に反することに 

なるのではないか。 

築地解体工事は、第１～第４工区の全体をもって、①の 
「特定の需要に係る一の特定役務」と解するものではないか。 

 



発注・入札を実施する際、ＷＴＯ協定の趣旨を最大限尊重し、 

特例政令を厳格に解釈し、「一連の調達」該当性を厳密に 

判断する。 

最低制限価格を容易に推測できる状況下では、競争性を 

確保するため、最低制限価格を設定する運用を見直す。 

最低制限価格の推測容易性は、予定価格の事前公表とも 

深く関連しているから、予定価格を一律に事前公表する 

運用も併せて見直すべきではないか。 

築地解体工事は、たとえ４工区に分けて発注・入札手続に付する
にしても、それぞれにWTO規定（特例政令９条）を適用して、
最低制限価格を設定すべき案件に当たらなかったのではないか。 

 



１社のみの応札（１者入札） 

予定価格の事前公表 

総合評価方式の審査の実態 



１者のみの応札（１者入札） 



価  格  帯 
１者入札の 
割合（件数） 

１者入札の 
割合（金額） 

         ～５億円 ２０．６％ ２４．４％ 

   ５億円 ～  ９億円 ４９．１％ ４９．４％ 

   ９億円～２０.２億円 ５４．１％ ５４．５％ 

２０.２億円～ ３５．７％ ３８．９％ 

全 体 平 均 ２２．３％ ３５．６％ 

（平成２７年度） 

落  札  率 平均入札者数 

 ９９ ～ １００％ １．８人 

９７ ～ ９８％ ２．９人 

９５ ～９６％ ２．８人 

９３～９４％ ３．０人 

９１ ～９２％ ３．５人 

  ～９０％ ４．９人 

  ～８０％ ７．６人 

（平成２７年度） 



予定価格積算の妥当性 

１回目の入札（不調） ２回目の入札 落札率 

青 果 棟 約１６０億円 約 ２５９億円 ９９．９％ 

水産仲卸棟 約２６０億円 約 ４３６億円 ９９．８％ 

水 産 卸 棟 約２０８億円 約 ３４０億円 ９９．７％ 

合  計 約６２８億円 約１０３５億円 （１２１５億円） 



予定価格の事前公表 

１社のみの応札（１者入札） 

 
 



以下、次回の報告へ続く 


